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株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
か

ら
、
融
資
制
度
の
お
知
ら
せ
で
す
。

【
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
】

　

日
本
政
策
公
庫（
国
民
生
活
事
業
）

で
は
、
景
気
後
退
に
よ
り
経
営
環
境

が
急
激
に
悪
化
す
る
中
で
、
資
金
繰

り
に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
皆
さ
ん

を
積
極
的
に
応
援
し
ま
す
。

●
融
資
限
度
額

　

４
，８
０
０
万
円
以
内

●
返
済
期
限

　

運
転
資
金　

８
年
以
内

　

設
備
資
金　

15
年
以
内

●
利
率

　

年
１
．８
５
％
〜

　
（
平
成
21
年
11
月
20
日
現
在
）

●
担
保
・
保
証

　

ご
要
望
に
よ
り
、
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
国
の
教
育
ロ
ー
ン
】

　

高
校
、
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校

な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

●
融
資
限
度
額

　

３
０
０
万
円
以
内

　
（
学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
）

●
返
済
期
間

　

15
年
以
内（
交
通
遺
児
家
庭
ま
た

　

は
母
子
家
庭
の
方
は
18
年
以
内
）

●
利
率

　

年　

２
．６
５
％

　

(

平
成
21
年
11
月
20
日
現
在)

●
使
い
道

　

入
学
金
、授
業
料
、教
科
書
代
な
ど

●
担
保
・
保
証

　
（
財
）教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
の

保
証
、
ま
た
は
連
帯
保
証
人

◆
問
い
合
わ
せ

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
郡
山
支
店　

　

融
資
相
談
係（
国
民
生
活
事
業
）

　

☎
０
２
４
ー
９
２
３
ー
７
１
４
０

　

福
島
空
港
発
着
の
福
島
―
ソ
ウ
ル

路
線
は
、
平
成
11
年
６
月
の
開
設
以

来
就
航
10
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

延
べ
50
万
人
を
超
え
る
利
用
者
が
あ

り
、
福
島
県
と
韓
国
と
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
交
流
の
架
け
橋
と
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
路
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
例
年
、
冬
季
の
利
用
が
落
ち
込

む
傾
向
が
あ
り
、
路
線
の
安
定
的
な

確
保
の
た
め
に
は
、
冬
季
の
利
用
促

進
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

今
冬
は
、
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
の

拡
張
、
茨
城
空
港
開
港
を
控
え
、
福

島
―
ソ
ウ
ル
路
線
に
対
す
る
影
響
が

心
配
さ
れ
て
お
り
、
路
線
維
持
を
図

る
た
め
に
は
、
今
冬
の
利
用
拡
大
が

大
変
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
で
は
、
福
島
―
ソ
ウ
ル
路

線
の
冬
季
の
利
用
促
進
に
緊
急
に
取

り
組
む
た
め
、
ア
シ
ア
ナ
航
空
や

各
旅
行
会
社
と
連
携
し
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容
の
旅
行
商
品

を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

福
島
―
ソ
ウ
ル
路
線
は
、
福
島
県

と
韓
国
と
の
将
来
に
わ
た
る
交
流
拡

大
や
国
際
化
推
進
の
た
め
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
路
線
で
す
。
今
冬
、
ぜ

ひ
ソ
ウ
ル
路
線
を
利
用
い
た
だ
き
、

利
用
拡
大
に
ご
協
力
を
お
願
し
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
空
港
交
流
課　

　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
２
７

　

福
島
県
福
島
空
港
事
務
所
駐
在

　

☎
０
２
４
７
―
５
７
―
１
２
６
６

　

12
月
よ
り
、
平
田
村
蓬
田
岳
蓬
田

中
継
局
が
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
試
験
放

送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
放
送
は
、
平
成
23
年
７
月

に
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
完
全
移
行
し
ま

す
。
ご
家
庭
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
ご
覧
に
な
れ
る
か
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
電
気
店
や
、
総

務
省
テ
レ
ビ
受
信
支
線
セ
ン
タ
ー

「
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
ー
０
７
ー
０
１
０
１

　

平
日

　
（ 

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
）

　

土
・
日
・
祝
日

　
（
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

　

企
画
商
工
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
９

　

福
島
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
は
、

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
育
児
・
介

護
休
業
法
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

お
よ
び
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
に
か
か
る
労
働
者
や
事
業
主
か
ら

の
相
談
を
受
け
付
け
る
と
と
も
に
、

紛
争
解
決
の
た
め
の
援
助
や
行
政
指

導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
産
休
を
取
り
、
復
職
し
よ
う
と
し

　

た
ら
会
社
か
ら
退
職
す
る
よ
う
に

　

言
わ
れ
た
。

●
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る
の

　

に
、
男
性
よ
り
昇
進
が
遅
い
。

●
事
務
職
の
求
人
に
応
募
し
た
ら
、

　

男
性
で
あ
る
た
め
断
ら
れ
た
。

●
会
社
に
セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
相
談

　

し
た
が
、
対
応
し
て
く
れ
な
い
。

●
切
迫
流
産
に
な
り
、
医
者
の
指
導

　

で
休
業
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
退
職

　

し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
ほ
か
、
労
働

に
関
す
る
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
相
談

　

福
島
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
２
４
ー
５
３
６
ー
４
６
０
９

　

東
北
地
区
に
置
か
れ
る
国
立
大
学

法
人
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専

門
学
校
機
構
お
よ
び
一
部
の
独
立
行

政
法
人
の
事
務
系
お
よ
び
技
術
系
の

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
採
用
試
験
の
実
施
に
先
立

ち
、就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。（
予
約
不
要
）

　

採
用
試
験
や
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
な

ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員

　

採
用
試
験
実
施
委
員
会
採
用
試
験

　

事
務
室

　

☎
０
２
２
ー
２
１
７
ー
５
６
７
６

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.bureau.

　

tohoku.ac.jp/shiken/

福
島
ー
ソ
ウ
ル
路
線

冬
季
の
利
用
拡
大
に
ご
協
力
を
！

福
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

蓬
田
中
継
局
開
局
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

融
資
制
度
の
ご
案
内


